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コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり 第３号 

   

群
馬
県
太お

お

田た

市し 
                            

                            

  

群
馬
県
東
部
に
位
置
。
人
口
22
万
４
４

９
７
人
、
世
帯
数
９
万
７
９
１
２
世
帯
、

高
齢
化
率
25
・
７
％
（
２
０
２
１
年
３

月
末
時
点
）
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｕ
（
ス
バ
ル
）
の
製
造
拠
点
が
立

地
し
、
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
東
武
鉄
道
太
田
駅
を
中
心
に
市
街

地
を
形
成
、
郊
外
に
は
田
園
地
帯
が
広

が
り
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
や
ス
イ
カ
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
ネ
ギ
、
大
和
芋
な
ど
の
栽

培
が
盛
ん
。
市
域
は
、
市
の
区
制
規
則 

 

 

に
基
づ
き
15
地
区
、
１
９
９
行
政
区
で

構
成
さ
れ
る
。
生

※

活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
日
常
生
活
圏
域
＝
第
２
層
＝
は
単

独
ま
た
は
複
数
地
区
で
９
圏
域
を
設
定

（
た
だ
し
、
第
２
層
協
議
体
は
14
か
所

に
設
置
）
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福

祉
係
に
第
１
層
１
人
、
第
２
層
７
人
を

配
置
。
協
議
体
は
、
第
１
層
が
年
２
回

程
度
、
第
２
層
は
１
～
２
か
月
に
１
回

程
度
会
合
を
開
く
。 

 

ま
ち
の
概
要
と
生
活
支
援
体
制
整
備
の
解
説 

太田市の中心市街地（左手のビルは市役所） 

※
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業 

 

２
０
１
５
年
４
月
の
改
正
介
護
保
険

法
施
行
で
、
各
市
町
村
は
「
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
」
の
推
進
役
と
な
る
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（「
地
域
支

え
合
い
推
進
員
」
と
も
）
を
配
置
。
併

せ
て
、
地
域
づ
く
り
を
話
し
合
う
場
（
協

議
体
）
を
設
置
し
た
。
そ
れ
ら
は
原
則

と
し
て
市
町
村
全
域
（
第
１
層
）
と
、

中
学
校
区
な
ど
を
基
に
設
定
す
る
日
常

生
活
圏
域
（
第
２
層
）
と
で
活
動
。
な

お
、
自
治
体
の
規
模
に
よ
っ
て
は
第
１

層
が
日
常
生
活
圏
域
と
な
る
場
合
も
。 

 



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり 第３号

２
０
２
０
年
４
月
７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
政
府
が

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
同
年
３
月
か
ら
大
人
数

の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
を
自
粛
・
制
限
す
る

動
き
が
全
国
的
に
拡
大
。
太
田
市
で
も
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
市
内

か
所
の

公
民
館
・
集
会
所
で
週
２
回
開
く
地
域
交

流
サ
ロ
ン
「
お
茶
の
間
カ
フ
ェ
」（
運
営
は

各
地
区
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
は
じ

め
、
お
も
に
屋
内
型
の
各
種
サ
ー
ク
ル
や

サ
ロ
ン
、
交
流
行
事
な
ど
が
軒
並
み
休
止

に
。
お
茶
の
間
カ
フ
ェ
は
、
休
止
期
間
が

す
で
に
１
年
７
か
月
に
及
ん
で
い
ま
す

（
２
０
２
１
年

月
末
時
点
）。

市
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
た
ち
は
こ
の
間
、
基
本
的
な
感
染
予
防

策
を
徹
底
し
つ
つ
、
積
極
的
に
地
域
に
出

向
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る

地
域
活
動
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
・
支

え
合
い
を
探
し
、
取
材
し
、
そ
の
知
恵
と

工
夫
を
広
く
発
信
す
る
た
め
で
す
。

き
っ
か
け
は
２
０
２
０
年
５
月
に
行
っ

た
、
第
２
層
協
議
体
メ
ン
バ
ー
計
２
１
９

人
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
コ

ロ
ナ
禍
が
住
民
活
動
や
人
の
つ
な
が
り
に

与
え
る
影
響
の
ほ
か
、「
つ
な
が
り
を
切
ら

な
い
工
夫
」
な
ど
を
尋
ね
る
内
容
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
協
議
体
を
開
催
で
き
な

い
な
か
、
メ
ン
バ
ー
と
の
連
絡
を
絶
や
さ

な
い
苦
肉
の
策
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
思

わ
ぬ
収
穫
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
つ
な

が
り
を
切
ら
な
い
工
夫
」
に
つ
い
て
多
く

の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
情
報
を

寄
せ
た
メ
ン
バ
ー
ら
を
水
先
案
内
人
に
、

「
工
夫
」
の
現
場
を
取
材
。

た
と
え
ば
、
三
密
回
避
が
容
易
な
屋
外

で
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
治
会
が

主
催
す
る
産
直
市
や
見
守
り
を
兼
ね
た
廃

品
回
収
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
住
民
グ
ル
ー

プ
が
行
う
花
壇
整
備
や
畑
仕
事
、
親
し
い

関
係
の
な
か
で
続
く
お
す
そ
分
け
な
ど
の

ご
近
所
づ
き
合
い
や
少
人
数
の
お
茶
飲
み
、

無
料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

を
使
っ
た
親
族
・
友
人
と
の
ビ
デ
オ
通
話
、

地
域
行
事
の
中
止
で
空
い
た
時
間
を
生
か

し
た
神
社
の
修
繕
活
動
な
ど
。

こ
れ
ら
の
実
践
を
市
民
に
周
知
し
よ
う

と
、
情
報
紙
「
つ
な
が
る
通
信
」
を
６
月

日
付
で
創
刊
。
Ａ
４
判
両
面
カ
ラ
ー
で
、

原
則
と
し
て
月
３
回
発
行
。
電
子
版
を
市

社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
す
る
ほ
か
、

印
刷
し
て
各
地
区
の
区
長
会
を
通
じ
て
自

治
会
へ
配
付
、
住
民
に
回
覧
し
て
も
ら
い

ま
す
。
２
０
２
１
年

月
５
日
時
点
で
第

号
を
発
行
。
公
民
館
や
商
業
施
設
な
ど

を
会
場
に
「
つ
な
が
る
通
信
」
パ
ネ
ル
展

も
開
き
ま
す
。

情
報
紙
の
発
行
を
重
ね
る
と
、「
う
ち
の

地
区
で
も
こ
ん
な
活
動
が
あ
る
」「
新
し
く

こ
う
い
う
活
動
を
始
め
た
」
と
い
っ
た
、

取
材
要
請
を
兼
ね
た
住
民
か
ら
の
情
報
提

供
が
増
え
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

住
民
と
の
関
わ
り
を
求
め
て
地
域
に
入
っ

て
行
く
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
側
か
ら
関

与
を
求
め
ら

れ

る

存

在

に
。
地
域
に

入

る

頻

度

は
、
コ
ロ
ナ

前
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な

い
水
準
に
な

っ

て

い

ま

す
。コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
掘
り
起
こ
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の

地
域
活
動
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
は
、

次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち

①
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
な
い
活
動

②
コ

ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
活
動

③
つ
な
が
り

を
切
ら
な
い
個
人
の
工
夫

④
コ
ロ
ナ
禍

で
も
集
い
の
場
を
継
続
す
る
組
織
や
団
体

の
工
夫―

―

。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
４
要
素
を
一
つ
で

も
多
く
持
つ
こ
と
が
理
想
。
そ
の
実
現
を

あ
と
押
し
す
る
こ
と
こ
そ
、
太
田
市
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
が
コ
ロ
ナ
禍
で
取

り
組
む
地
域
支
援
な
の
で
す
。

「
つ
な
が
る
通
信
」
か
ら
は
、
そ
の
果

敢
な
挑
戦
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
掲
載
記
事
か
ら
８
つ
の
住
民
活
動
事

例
を
選
び
、
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
支
援
に
挑
む

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
実
践

太田市社会福祉協議会の生活支援コーディネー

ターが取材・編集・発行する「つながる通信」

（第 55 号）



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり第３号

西
矢
島
町
（
九
合
地
区
）
を
鎮
守
す
る

赤
城
神
社
に
、
毎
週
土
曜
の
朝
８
時

分
、

歳
代
の
男
性
７
人
が
大
工
道
具
を
手

に
集
ま
り
ま
す
。
社
殿
な
ど
の
修
繕
に
取

り
組
む
人
た
ち
で
す
。
日
曜
大
工
な
ら
ぬ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
土
曜
大
工
。
休
憩
を
取

り
つ
つ
夕
方
ま
で
作
業
に
当
た
り
ま
す
。

境
内
社
の
八
坂
神
社
も
含
め
、
神
社
の

修
繕
は
長
年
の
課
題
で
し
た
。
社
殿
の
壁

や
床
、
基
礎
は
傷
み
が
激
し
く
、
業
者
に

依
頼
す
れ
ば
相
当
な
費
用
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
氏
子
の
地
域
住
民
が
負
担
す
る
の
は
、

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
２
０
１
０
年
か
ら
区
長
や
神
社
総
代
、

同
世
代
の
仲
間
が
結
集
。

自
分
た
ち
の
力
で
少
し

ず
つ
手
入
れ
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
仕
事
や
地

区
の
行
事
な
ど
で
皆
忙

し
く
、
作
業
は
な
か
な

か
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
こ
の
２
年
ほ

ど
で
一
気
に
進
展
。
コ

ロ
ナ
禍
で
地
区
の
行
事

が
軒
並
み
休
止
と
な
っ

た
影
響
で
７
人
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
空
き
が
生

じ
、
毎
週
土
曜
を
集
中

作
業
日
と
し
た
の
で
す
。

ほ
と
ん
ど
は
屋
外
作
業

で
「
三
密
」
回
避
も
容
易
。

仲
間
に
は
プ
ロ
の
大
工

も
い
て
、
作
業
方
法
や
手
順
の
指
導
役
を

務
め
て
い
ま
す
。
基
礎
の
補
修
は
劣
化
し

た
礎
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
打
ち
替
え
る

重
作
業
で
し
た
が
、
自
動
車
修
理
工
場
を

営
む
仲
間
が
耐
荷
重

ト
ン
の
ジ
ャ
ッ

キ
を
持
ち
込
ん
で
無
事
完
了
。
外
壁
な
ど

の
部
材
の
交
換
や
塗
装
も
着
々
と
進
み
、

社
殿
は
往
年
の
輝
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

前
の
区
長
（
＝
自
治
会
長
）
で
神
社
修

繕
を
仲
間
に
呼
び
か
け
た
小
此
木
榮
二
さ

ん
（

歳
）
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
神
社
は
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
か
ら

ず
っ
と
、
こ
の
ま
ち
の
中
心
。
お
祈
り
す

る
だ
け
で
な
く
、
住
民
が
つ
ど
い
、
憩
い
、

交
流
す
る
拠
点
だ
。
社
殿
や
境
内
が
き
れ

い
に
な
れ
ば
親
し
む
人
が
増
え
、
地
域
の

つ
な
が
り
も
守
っ
て
い
け
る
と
思
う
」

コ
ロ
ナ
禍
で
毎
年

月
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
い
い
と
こ
西
矢
島
祭
り
」
と
例
大

祭
は
２
年
連
続
で
中
止
。
そ
れ
で
も
「
お

参
り
や
散
歩
で
神
社
を
訪
れ
る
人
は
少
し

ず
つ
多
く
な
っ
て
る
」（
小
此
木
さ
ん
）
と

の
こ
と
。

き
れ
い
に
な
っ
た
ね―

―

参
拝
者
の
そ

ん
な
一
言
が
、７
人
の
胸
を
熱
く
し
ま
す
。

ち
な
み
に
作
業
日
の
お
昼
は
、
弁
当
を

買
っ
て
、
境
内
に
あ
る
集
会
所
や
社
殿
の

縁
、
屋
外
の
ベ
ン
チ
な
ど
で
い
た
だ
き
ま

す
。「
同
じ
釜
の
メ
シ
」
を
食
べ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
ば
っ
ち
り
で
す
。

空
い
た
時
間
で
神
社
の
修
繕

西
矢
島
町
（九く

合あ

い

地
区
）

〈
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
活
動
〉

毎週土曜に神社の修繕に集まる男性たち

修繕作業の様子

お昼は皆で弁当をいただく



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり 第３号

「
い
い
と
こ
西
矢
島
体
操
ク
ラ
ブ
」
は
、

西
矢
島
町
に
あ
る
赤
城
神
社
（
前
頁
参
照
）

の
境
内
で
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
で
す
。

参
加
者
が
集
ま
る
時
間
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
第
１
放
送
で
体
操
が
流
れ
る
午
前
６

時

分
で
は
な
く
、
８
時

分
。

も
と
も
と
、
地
元
の
主
婦
た
ち
が
子
ど

も
や
夫
を
送
り
出
し
た
あ
と
に
健
康
づ
く

り
を
し
よ
う
と
、
こ
の
時
間
に
し
た
そ
う

で
す
。

当
初
集
ま
っ
た
の
は
３
人
。
そ
の
あ
と

徐
々
に
参
加
者
が
増
え
、
最
近
は

人
前

後
に
。
２
０
２
１
年

月
時
点
で
は
、
常

連
は

～

歳
代
の
８
人
。
１
人
を
除

い
て
全
員
女
性
で
す
。

活
動
は
平
日
の
み
。
雨

天
は
境
内
に
あ
る
集
会

所
で
体
操
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

「
７
時

分
の
時
点
で

雨
な
ら
中
止
」
と
い
う
ル

ー
ル
を
設
け
、
屋
内
で
の

活
動
は
控
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
は
体
操
前

に
検
温
し
、
名
簿
に
名
前

と
体
温
を
記
入
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
発
足
当
時
は
、

体
操
が
終
わ
る
と
す
ぐ

に
解
散
し
て
い
ま
し
た
。

「
い
ま
は
お
し
ゃ
べ
り

タ
イ
ム
」
と
常
連
の
一
人
、

関
塚
玉
枝
さ
ん
（

歳
）
。「
お
し
ゃ
べ
り

も
健
康
に
い
い
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
笑
い

ま
す
。
社
殿
の
縁
に
腰
か
け
て

分
か
ら

１
時
間
ほ
ど
、
お
互
い
の
生
活
状
況
や
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
交
換
し
た
り
、
た

わ
い
な
い
話
や
冗
談
を
言
い
合
っ
て
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
畑
仕
事
を
し
て
い
る
人

が
季
節
の
野
菜
な
ど
を
持
っ
て
き
て
、
仲

間
た
ち
に
お
す
そ
分
け
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。

５
年
前
に
転
居
し
て
き
た
女
性
は
、「
高

齢
に
な
っ
て
な
じ
み
の
な
い
ま
ち
で
友
だ

ち
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
。
で
も
、
こ
こ

で
友
だ
ち
が
で
き
た
」
と
喜
び
ま
す
。

知
人
に
誘
わ
れ
て
１
年
前
か
ら
参
加
す

る
別
の
女
性
は
、「
最
近
次
々
に
親
し
い
人

と
死
別
し
て
落
ち
込
ん
で
い
た
け
れ
ど
、

こ
こ
で
体
操
し
て
み
ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
と
、
心
も
体
も
元
気
に
な
る
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

唯
一
の
男
性
参
加
者
で
、
前
頁
で
紹
介

し
た
神
社
修
繕
チ
ー
ム
の
一
員
で
も
あ
る

森
雄
司
さ
ん
（

歳
）
は
、「
４
年
く
ら
い

前
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
腰
痛
が
よ
く
な

っ
た
し
、
こ
こ
に
通
う
こ
と
で
生
活
の
リ

ズ
ム
が
整
う
ん
だ
よ
」
と
そ
の
効
能
を
説

き
ま
す
。

事
前
に
何
の
連
絡
も
な
く
姿
を
見
せ
な

い
仲
間
が
い
れ
ば
、
誰
か
が
電
話
を
す
る

か
、
家
に
寄
っ
て
声
を
か
け
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
と
つ
な
が
り
づ
く
り
、

そ
し
て
見
守
り
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
で
す
。

年
続
く
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

西
矢
島
町
（九く

合あ

い

地
区
）

〈
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
な
い
活
動
〉

いいとこ西矢島体操クラブ（ラジオ体操会）の参加者

神社境内での体操の様子

体操後のおしゃべりタイム
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２
０
２
１
年
の
９
月
か
ら

月
に
か

け
て
、
石
原
町
一
区
（
韮
川
地
区
）
の
区

民
会
館
（
集
会
所
）
に

～

歳
代
の
男

性
十
数
人
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
毎
年
３

月

日
の
恒
例
行
事
「
例れ

い

幣へ
い

使し

仮
装
行
列
」

で
使
う
小
道
具
の
一
つ
「
陣
笠
」
の
制
作

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

例
幣
使
と
は
、
日
光
東
照
宮
に
幣
帛
（
＝

へ
い
は
く
、
神
へ
の
捧
げ
も
の
）
を
納
め

る
朝
廷
か
ら
の
使
者
の
こ
と
。
そ
の
使
者

が
歩
い
た
群
馬
～
栃
木
県
内
の
道
す
じ
は

「
例
幣
使
道
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
石
原

町
に
は
旧
道
筋
と
、
例
幣
使
に
ま
つ
わ
る

伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
郷
土
史
を
生
か
し
、
多
く
の
住

民
が
参
加
で
き
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

２
０
１
６
年
に
始
ま

っ
た
の
が
、
同
町
一

区
・
二
区
共
催
の
例
幣

使
仮
装
行
列
で
す
。
毎

年
、
地
元
の
韮
川
小
学

校
の
５
年
生

人
あ

ま
り
と
両
区
住
民
約

人
の
計
１
４
０
人

以
上
が
往
時
を
し
の

ば
せ
る
装
束
に
身
を

包
み
、
約
２
キ
ロ
の
道

の
り
を
練
り
歩
き
ま

す
。衣

装
や
道
具
類
は

す
べ
て
手
づ
く
り
。
子

ど
も
た
ち
も
自
分
た

ち
が
使
う
衣
装
の
一

部
を
つ
く
る
ほ
か
、
例
幣
使
を
救
っ
た
「
救

命
犬
」
の
伝
説
を
、
住
民
が
制
作
し
た
紙

芝
居
で
学
び
ま
す
。
準
備
か
ら
実
行
、
片

付
け
、
そ
し
て
衣
装
や
大
道
具
・
小
道
具

の
保
管
に
は
小
学
校
が
全
面
協
力
。
子
ど

も
が
騎
乗
す
る
馬
は
、
地
元
の
飼
い
主
が

快
く
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
第
一

波
が
来
て
い
た
２
０
２
０
年
３
月
は
、
仮

装
行
列
は
中
止
。
翌

年
は
マ
ス
ク
着
用

や
消
毒
徹
底
な
ど
の
感
染
予
防
策
を
取
っ

て
実
施
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

仮
装
行
列
を
発
案
し
た
一
区
の
元
区
長

で
、
現
在
は
同
区
老
人
ク
ラ
ブ
「
遊
友
会
」

の
会
長
を
務
め
る
小
澤
登
志
夫
さ
ん

（

歳
）
は
、
そ
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に

説
明
し
ま
す
。

「
石
原
町
は
宅
地
開
発
に
伴
っ
て
新
た

に
移
り
住
む
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

新
旧
の
住
民
が
世
代
を
超
え
て
、
郷
土
史

に
親
し
み
な
が
ら
一
緒
に
取
り
組
む
行
事

が
あ
れ
ば
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て

い
け
る
」

従
来
、
同
規
模
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
毎

年
８
月
の
夏
祭
り
の
み
。
こ
ち
ら
は
密
集
・

密
接
を
避
け
る
の
が
難
し
い
場
面
も
あ
っ

て
２
年
連
続
中
止
と
な
り
、
仮
装
行
列
の

意
義
と
重
要
性
が
一
層
増
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
列
に
連

な
っ
て
歩
く
様
子
は
そ
れ
自
体
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
す
。

多
世
代
交
流
の
仮
装
行
列

石
原
町
（韮に

ら

川が

わ

地
区
）

〈
コ
ロ
ナ
禍
で
も
集
い
の
場
を
継
続
す
る
組
織
・
団
体
の
工
夫
〉

仮装行列の様子。子どもから高齢者まで約 150 人が練り歩く

(2021 年３月 12 日、写真提供：太田市社会福祉協議会)

仮装行列を発案した小澤登志夫さん

小道具の一つ「陣笠」制作に励む男性たち
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遊
友
会
は
、石
原
町
一
区
（
韮
川
地
区
）

に
暮
ら
す

歳
以
上
の
約

人
が
加
入

す
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
親
睦
や
交
流
、

健
康
づ
く
り
の
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
を
運

営
す
る
ほ
か
、
県
・
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
自

治
会
の
行
事
で
は
、
会
員
が
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
躍
。
会
が
主
催
ま
た
は
協
力
す
る

活
動
は
、
年
間
約

件
に
も
な
り
ま
す
。

会
員
の
な
か
に
は
「
結
束
バ
ン
ド
」
と

い
う
バ
ン
ド
名
で
ラ
イ
ブ
演
奏
を
披
露
す

る
人
た
ち
や
、「
寿
会
」
と
称
す
る
男
性
だ

け
の
飲
食
の
会
で
独
自
に
親
交
を
深
め
る

人
た
ち
も
い
ま
す
。

小
学
生
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
防

犯
・
交
通
安
全
を
図

る
地
区
の
「
安
全
見

守
り
た
い
」
活
動
で

も
、
主
要
な
担
い
手

は
会
員
た
ち
。

多
彩
な
活
動
を

繰
り
広
げ
る
遊
友

会
と
そ
の
会
員
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

第
一
波
が
押
し
寄

せ
る
２
０
２
０
年

３
月
ご
ろ
か
ら
、
感

染
予
防
の
た
め
に

大
幅
な
「
自
粛
」
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。

最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て

ま
も
な
い
同
年
６
月
９
日
、
会
は
区
民
会

館
（
集
会
所
）
で
無
料
通
話
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ビ
デ
オ
通
話
講
習
会
を
役
員
会
に
併

せ
て
開
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
役
員
が
ビ
デ

オ
通
話
を
試
し
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
有
効
と
わ
か
れ
ば
、

一
般
会
員
に
も
広
め
て
い
く
ね
ら
い
で
す
。

「
実
は
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
ス
マ
ホ
を
持

つ
会
員
が
増
え
、
会
の
活
動
連
絡
な
ど
に

ア
プ
リ
を
使
う
と
便
利
で
は
な
い
か
と
い

っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
た
」
と
説
明
す
る

の
は
、
会
長
の
小
澤
登
志
夫
さ
ん
（

歳
、

前
頁
に
関
連
記
事
）
。

連
絡
や
告
知
だ
け
で
は
な
く
、「
一
人
暮

ら
し
の
会
員
の
見
守
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」と
の
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
声
を
把
握
し
て
い
た
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
小
澤
さ
ん
に
講
習
会
を
提
案
、
実
現

し
た
の
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
４
人

が
講
師
役
も
務
め
ま
し
た
。

講
習
会
の
あ
と
役
員
ら
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
使
っ
て
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年

月
時
点

で
は
、「
通
話
機
能
だ
け
で
十
分
と
い
う
会

員
が
少
な
く
な
い
」
（
小
澤
さ
ん
）
た
め
、

広
く
活
用
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
会
の
前
向
き
な
姿
勢
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
い
か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
を
活
用

遊
友
会
（韮に

ら

川が

わ

地
区
）

〈
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
活
動
〉

区民会館で開かれたビデオ通話講習会

生活支援コーディネーター（写真左奥の男性）が

講師に

ビデオ通話を試す参加者
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「
コ
ロ
ナ
で
逆
に
人
の
心
の
温
か
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

つ
な
が
り
の
た
い
せ
つ
さ
も
実
感
し
ま
す
」

こ
う
話
す
の
は
大
原
五
区
（
薮
塚
地
区
）

に
暮
ら
す
村
山
誠
子
さ
ん
（

歳
）
。

仏
画
と
俳
画
の
指
導
者
で
、
外
国
人
向

け
の
日
本
語
教
師
も
務
め
て
い
ま
す
。
視

覚
障
害
者
の
た
め
の
朗
読
や
、
高
齢
者
介

護
施
設
で
の
傾
聴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
。

「
歌
が
趣
味
」
で
以
前
は
コ
ー
ラ
ス
サ

ー
ク
ル
や
合
唱
団
に
所
属
。
現
在
は
シ
ャ

ン
ソ
ン
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ず
れ
の
活
動
も
大
き
く

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
絵
の
お
弟
子
さ
ん
や

日
本
語
の
生
徒
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
趣
味

の
仲
間
、
市
内
外
の
友
人
た
ち
に
会
え
な

い
日
が
続
き
ま
す
。

「
で
も
、
私
は
憂
う
つ

に
な
っ
た
り
し
な
い
ん

で
す
」

絵
手
紙
を
書
い
て
送

っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
前
は
滅

多
に
連
絡
を
取
ら
な
か

っ
た
友
人
に
も
電
話
を

か
け
て
み
た
り
。

「
久
し
ぶ
り
ー
っ
て
話

が
盛
り
上
が
る
ん
で
す
。

コ
ロ
ナ
で
た
い
へ
ん
ね
、

会
い
た
い
わ
ね
っ
て…

」

南
米
や
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
世
界
に
散
ら
ば
る

か
つ
て
の
日
本
語
の
教

え
子
た
ち
と
も
、
電
話
で

近
況
を
語
り
合
い
ま
す
。

「
と
に
か
く
人
と
話
を
し
な
い
と
ダ
メ
。

声
も
元
気
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
」

夕
飯
を
家
で
一
人
で
取
る
と
き
は
、
無

料
通
話
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
の

ビ
デ
オ
通
話
を
活
用
。
名
古
屋
に
住
む
娘

と
つ
な
い
で
、
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら

食
事
と
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

「
距
離
は
遠
く
て
も
、
心
は
密
な
ん
で

す
よ
」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）

に
も
日
々
の
印
象
的
な
出
来
事
や
風
景
を

投
稿
、
さ
か
ん
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

マ
ス
ク
が
品
薄
に
な
っ
た
と
き
は
、
お

手
製
の
布
マ
ス
ク
を
仲
間
や
友
人
、
離
れ

て
暮
ら
す
家
族
に
送
り
ま
し
た
。

絵
手
紙
、
電
話
、
手
づ
く
り
マ
ス
ク
、

そ
し
て
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
で
温
か
な
気
持

ち
を
伝
え
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
保
ち
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
の
一
人
で
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
鈴
木
彩
乃
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。

「
村
山
さ
ん
は
よ
く
、
時
候
の
あ
い
さ

つ
に
季
節
感
の
あ
る
写
真
や
動
画
を
添
え

て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

私
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

絵
や
日
本
語
だ
け
で
な
く
、
つ
な
が
り

を
切
ら
な
い
暮
ら
し
か
た
の
先
生
、
そ
れ

が
村
山
さ
ん
で
す
。

村
山
誠
子
さ
ん
（薮や

ぶ

塚づ

か

地
区
）

〈
つ
な
が
り
を
切
ら
な
い
個
人
の
工
夫
〉

描きためた絵手紙作品（写真提供：太田市社会福

祉協議会）

ビデオ通話を披露する村山誠子さん（写真提供：太田市社会福祉協議会）

ＬＩＮＥ友だちの１人、生活支援コーディネータ

ーの鈴木彩乃さん（右）と
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台
水
土
里
推
進
協
議
会
は
、
台
地
区
（
薮

塚
地
区
）
の
農
地
や
水
路
・
た
め
池
・
農

道
と
い
っ
た
農
業
施
設
の
維
持
管
理
を
は

じ
め
、
自
然
環
境
と
田
園
景
観
の
保
全
、

住
民
交
流
な
ど
を
目
的
に
２
０
０
７
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
農
家
を
中
心
に
、
自
治
会
、
老

人
会
、
育
成
会
な
ど
の
ほ
か
、「
ひ
ま
わ
り

会
」
「
台
花
ク
ラ
ブ
」
「
台
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
」
と
い
っ
た
親
睦
・
交
流
・
地

域
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
各
種
団
体
に
所

属
す
る
計
約
１
３
０
人
。

現
在
、
地
区
に
５
か
所
あ
る
遊
休
農
地

約
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
活
用
し
、
ソ
バ

や
ド
ー
ム
菊
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
ツ
ツ
ジ
、

ウ
メ
、
ロ
ウ
バ
イ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。そ

の
う
ち
の
１
か

所
、
台
地
区
公
民
館
か

ら
東
へ
２
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
道
路
沿

い
に
あ
る
ソ
バ
畑
を

月
初
旬
に
訪
れ
る

と
、
花
が
見
ご
ろ
で
通

り
か
か
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
毎
年

月
下
旬
、

収
穫
し
た
実
で
会
員

が
そ
ば
を
打
ち
、
住
民

に
振
る
舞
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
薮
塚
の

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
か
か
し
祭
り
」
へ
の

創
作
か
か
し
の
出
品
も
行
い
ま
す
。
活
動

は
ほ
ぼ
毎
月
２
～
３
回
あ
り
、
少
な
い
と

き
で

人
前
後
、
多
い
と

人
以
上
が

参
加
。
春
と
秋
の
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

は
地
区
の
全
戸
（
１
２
２
世
帯
）
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
住
民
が
と
も
に
沿
道
で
草
刈
り
や

ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
が
地
区
公
民
館
隣
接
の

遊
休
農
地
に
整
備
し
た
緑
地
広
場
で
は
、

住
民
が
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

総
会
や
打
ち
合
わ
せ
を
除
き
、
主
な
活

動
場
所
は
屋
外
で
「
三
密
」回
避
は
容
易
。

基
本
的
な
感
染
予
防
で
ほ
と
ん
ど
の
活
動

を
継
続
で
き
ま
す
。

会
長
の
小
林
邦
男
さ
ん
（

歳
）
は
、

「
協
議
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
地

域
の
結
束
が
保
た
れ
る
。
ク
リ
ー
ン
作
戦

は
新
旧
住
民
の
交
流
の
場
に
な
る
」
と
説

明
。副

会
長
で
台
地
区
の
区
長
、
平
石
正
行

さ
ん
（

歳
）
は
、「
作
業
は
大
変
だ
が
、

や
り
が
い
が
あ
り
楽
し
い
。
コ
ロ
ナ
で
集

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
制
限
さ
れ
る
な

か
、
協
議
会
の
活
動
は
貴
重
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

農
地
と
景
観
を
守
り
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
ち
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
持
続
可
能―

―

一
石
二
鳥

ど
こ
ろ
か
四
鳥
、
五
鳥
に
も
な
る
活
動
で

す
。

〈
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
な
い
活
動
〉

ソバの種まきと草刈り作業に集まった協議会の会員

(2021 年８月 28 日、写真提供：太田市社会福祉協議会)

ソバの種まきの様子（写真提供：太田市社会福祉

協議会）

10 月初旬、開花時期を迎えたソバ畑と協議会役

員ら（2021 年 10 月２日）



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり第３号

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
体
育
館
な
ど

屋
内
で
プ
レ
ー
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

愛
好
者
団
体
の
ほ
と
ん
ど
は
公
園
や
広
場

な
ど
、
屋
外
に
コ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
コ
ロ
ナ
下
で
は
、
大
き
な

競
技
会
は
中
止
で
も
、
比
較
的
少
人
数
の

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
単
位
な
ら
、
マ
ス
ク
、

消
毒
、
検
温
と
い
っ
た
基
本
的
対
策
で
活

動
を
継
続
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

新
田
村
田
町
（
生
品
地
区
）
の
老
人
ク

ラ
ブ
、
村
田
寿
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
活
動
も
そ
の
一
つ
。
原
則
と
し
て
県
内

の
感
染
状
況
が
緊
急
事
態
相
当
に
な
ら
な

い
限
り
、
休
止
し
ま
せ
ん
。

常
連
参
加
者
は
、
寿
会
の
会
員

人
の

う
ち

人
前
後
（
２
０
２
１
年

月
時

点
）
。
活
動
場
所
は
、
村
田

区
民
会
館
（
集
会
所
）
前

の
広
場
。
毎
週
火
曜
の
朝

９
時

分
か
ら
正
午
ま

で
プ
レ
ー
し
ま
す
。

か
つ
て
活
動
場
所
は
、

専
用
コ
ー
ス
の
あ
る
市

の
運
動
公
園
で
し
た
。
プ

レ
ー
環
境
は
申
し
分
な

く
て
も
、
同
町
か
ら
は

少
々
遠
く
、
車
が
な
い
と

参
加
し
に
く
い
難
点
が
。

車
を
持
た
な
い
人
、
運

転
を
や
め
た
人
も
一
緒

に
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う

に
し
た
い―

常
連
た

ち
が
区
の
役
員
に
か
け

合
っ
て
、
徒
歩
圏
内
に
あ
る
区
民
会
館
前

の
広
場
へ
の
コ
ー
ス
設
置
の
了
承
を
取
り

付
け
ま
す
。

２
０
２
０
年

月
、
必
要
な
備
品
も
そ

ろ
え
、
会
専
用
コ
ー
ス
を
開
設
。
敷
地
の

制
約
で
４
ホ
ー
ル
（
標
準
コ
ー
ス
は
８
ホ

ー
ル
）
で
す
が
、
ラ
ウ
ン
ド
数
を
４
回
に

増
や
し
、
プ
レ
ー
の
量
を
保
ち
ま
す
。

会
館
玄
関
の
軒
下
は
、
イ
ス
を
並
べ
て

休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
。
ラ
ウ
ン
ド
ご
と
に
水

分
補
給
と
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
。
ま
る
で

「
軒
下
サ
ロ
ン
」
で
す
。
雨
の
日
は
お
休

み
で
す
が
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
人
が
玄

関
に
集
ま
る
こ
と
も
。

「
仲
間
と
会
っ
て
話
が
で
き
る
の
が
何

よ
り
う
れ
し
い
。
そ
れ
が
私
の
元
気
の
秘

け
つ
」
と
話
す
の
は
、

年
以
上
一
人
暮

ら
し
の

歳
女
性
。

別
の

歳
女
性
は
ガ
ン
を
患
い
プ
レ

ー
を
控
え
て
い
ま
す
が
、「
家
に
こ
も
っ
て

い
る
と
、
ま
す
ま
す
具
合
が
悪
く
な
っ
ち

ゃ
う
」
と
活
動
日
は
会
館
に
来
て
仲
間
と

お
し
ゃ
べ
り
。
と
き
に
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
プ
レ
ー
の
様
子
を
撮
影
し
、
鑑
賞
会
を

開
い
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
仲
間
の
つ
な
が
り
を
切
ら
な
い
。
そ

れ
が
会
の
い
い
と
こ
ろ
」
と
寿
会
婦
人
部

長
の
津
久
井
敏
江
さ
ん
（

歳
）
。

つ
な
が
り
を
楽
し
く
育
み
、
守
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
は
、
そ
ん
な
効
能

も
あ
り
ま
す
。

〈
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
活
動
〉

村田寿会グラウンド・ゴルフ部の皆さん

区民会館（集会所）玄関の軒下でおしゃべり

2020 年 11 月に開設した会専用コースでプレー



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり 第３号

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
、
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
に
あ
た
る
週
２
回

の
地
域
交
流
サ
ロ
ン
「
お
茶
の
間
カ
フ
ェ
」

が
毛
里
田
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
２

０
２
０
年
２
月
。
会
場
の
吉
沢
町
二
区
集

会
所
に
は
、
毎
回

～

歳
代
の
利
用

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計

人
前
後
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
月
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
。

「
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
高
齢
者
も

来
て
く
れ
て
い
た
の
に
」
と
残
念
が
る
の

は
吉
沢
町
二
区
の
区
長
、
木
村
能よ

し

治は
る

さ
ん

（

歳
）
。
そ
の
後
も
県
内
の
コ
ロ
ナ
感

染
は
増
減
を
繰
り
返
し
、
再
開
は
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

「
家
に
こ
も
り
っ
ぱ
な
し
で
は
心
身
の

不
調
を
招
き
か
ね
な

い
。
外
に
出
て
み
ん
な

で
会
話
で
き
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
」

カ
フ
ェ
休
止
か
ら

半
年
あ
ま
り
た
っ
た

こ
ろ
、
木
村
さ
ん
は

「
集
会
所
が
ダ
メ
で

も
公
園
な
ら
い
い
だ

ろ
う
」
と
新
た
な
つ
ど

い
と
交
流
の
場
「
お
散

歩
会
」
を
企
画
。
１
キ

ロ
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
公
園
で
の
ラ

ジ
オ
体
操
と
休
憩
・
お

し
ゃ
べ
り
を
組
み
合

わ
せ
た
、
屋
外
の
「
歩

く
サ
ロ
ン
活
動
」
で
す
。

カ
フ
ェ
利
用
者
を
中
心
に
参
加
を
呼
び

か
け
る
と
「
ぜ
ひ
や
ろ
う
」
と
な
っ
て
２

０
２
０
年

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
雨
天

を
除
い
て
平
日
は
毎
日
活
動
（
暑
さ
が
厳

し
い
７
、
８
月
は
お
休
み
）。

～

歳

代
の
男
女
が
少
な
い
と
き
で
６
、
７
人
、

多
い
と

人
ほ
ど
参
加
し
ま
す
。

常
連
の
一
人
、
川
井
初
枝
さ
ん
（

歳
）

は
、
リ
ウ
マ
チ
で
歩
行
が
や
や
不
自
由
と

な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

始
。「
で
も
一
人
で
は
転
倒
が
怖
く
て
、
な

か
な
か
歩
け
な
か
っ
た
。
お
散
歩
会
の
お

か
げ
で
、
仲
間
と
安
心
し
て
歩
け
る
。
い

ま
で
は
杖
な
し
で
歩
け
る
」と
喜
び
ま
す
。

集
合
・
解
散
場
所
は
、
同
じ
く
常
連
で

一
人
暮
ら
し
の
岡
崎
ユ
キ
子
さ
ん
（

歳
）

宅
。
庭
の
屋
根
つ
き
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

年
以
上
前
か
ら
近
隣
住
民
の
お
茶
飲
み
場

で
す
。
移
動
販
売
車
が
週
３
回
庭
に
来
て
、

お
茶
飲
み
つ
い
で
に
買
い
も
の
も
。
お
散

歩
会
が
始
ま
る
と
、
自
然
に
集
合
・
解
散

場
所
に
な
り
ま
し
た
。

「
岡
崎
さ
ん
宅
の
お
茶
飲
み
も
お
散
歩

会
も
、
地
区
の
大
事
な
健
康
づ
く
り
と
つ

な
が
り
づ
く
り
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
ず
っ

と
続
く
だ
ろ
う
」
と
木
村
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
つ
な
が
り
と
、
コ
ロ

ナ
下
の
知
恵
と
工
夫
が
組
み
合
わ
さ
り
、

長
く
受
け
継
が
れ
る
べ
き
貴
重
な
活
動
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

〈
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
ら
な
い
＆
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
活
動
〉

お散歩会のウォーキング（2020 年 10 月 28 日、写真提供：太田市社会福

祉協議会）

岡崎ユキ子さん宅の庭の駐車スペース。近隣住民

の憩いの場だ

週３回は移動販売車が来て買いものもできる



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり第３号

「
課
題
解
決
」に
住
民
困
惑

「
当
初
は
地
域
の
生
活
課
題
を
洗
い
出

し
、
住
民
が
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
向

性
で
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
以
下
、

体
制
整
備
）
を
進
め
ま
し
た
」

こ
う
話
す
の
は
太
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
小
林
正
和
さ
ん
。

お
も
な
生
活
課
題
は
、
高
齢
者
の
移
動

や
買
い
も
の
、
見
守
り
な
ど
。
小
林
さ
ん

と
第
２
層
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
７
人
は
、

ま
ず
は
第
２
層
協
議
体
を
通
じ
て
、
住
民

が
主
体
的
に
課
題
解
決
を
図
る
よ
う
促
そ

う
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が―

―

「
話
題
が
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り

に
入
る
と
、
住
民
か
ら
『
ま
た
私
た
ち
に

何
か
（
負
担
を
）
求
め
る
の
か
。
担
い
手

は
ど
う
確
保
す
る
。
必
要
な
費
用
は
担
保

で
き
る
の
か
』
と
い
っ
た
発
言
が
多
く
な

り
、
協
議
は
停
滞
し

が
ち
に
な
り
ま
し
た
」

自
治
会
、
老
人
会

を
は
じ
め
各
種
の
住

民
団
体
は
、
す
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事

業
や
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
、
見
守
り

活
動
な
ど
を
実
践
。

一
方
、
担
い
手
や
後

継
者
の
確
保
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
で
「
新

た
な
仕
組
み
を
」
と

言
わ
れ
れ
ば
困
惑
や

反
発
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
で
し
ょ
う
。

市
社
協
が
市
か
ら
体
制
整
備
を
受
託
し
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と

協
議
体
の
設
置
に
着
手
し
た
の
は
２
０
１

６
年
４
月
。
第
１
層
協
議
体
は
同
年
度
中
、

第
２
層
協
議
体
は
そ
の
後
の
２
か
年
で
す

べ
て
の
第
２
層
圏
域
で
設
置
を
完
了
し
ま

し
た
。

並
行
し
て
、
従
来
か
ら
市
社
協
が
助
成

す
る
住
民
主
体
の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）
と
は
別
に
、

体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
週
２
回
の
地
域

交
流
サ
ロ
ン
「
お
茶
の
間
カ
フ
ェ
」（
市
社

協
が
主
催
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
）

の
開
設
を
進
め
ま
す
。
カ
フ
ェ
は
２
０
１

８
～

年
度
に
か
け
て

地
区
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
順

調
で
す
が
、
第
２
層
協
議
体
の
停
滞
は
そ

う
し
た
な
か
で
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
半
の
サ
ロ
ン
に
共
通
す
る
傾

向―
―

男
性
が
少
な
く
、
参
加
者
が
固
定

化―
―

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
打
開
に
向

け
て
動
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
途
中
か
ら
地
域
支
援

の
あ
り
方
を
一
部
見
直
し
、
生
活
課
題
、

す
な
わ
ち
「
地
域
に
な
い
も
の
」
を
洗
い

出
し
、
そ
れ
を
補
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

解
決
を
目
指
す
方
向
性
を
い
っ
た
ん
保
留
。

「
お
宝
」
生
か
す
地
域
支
援
と
は
太
田
市
の
生
活
支
援
体
制
整
備

500 人収容のホールで開かれた「お宝発表会」（市社会教育総合センター

2020 年２月 21 日、写真提供：太田市社会福祉協議会）



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり 第３号

逆
に
「
い
ま
あ
る
も
の
」「
で
き
て
い
る
こ

と
」
を
見
つ
け
て
生
か
す
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
っ
た
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
な
か

で
日
々
営
ま
れ
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
集
い

や
支
え
合
い
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

に
役
立
つ
活
動―

―

た
と
え
ば
自
宅
や
商

店
で
の
お
茶
飲
み
か
ら
、
公
園
な
ど
で
の

散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
趣
味
・
娯
楽
・
ス

ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
、
地
区
の
お
祭
り
、

草
刈
り
な
ど
の
共
同
作
業
ま
で
を
、
す
べ

て
実
質
的
な
「
サ
ロ
ン
」
と
評
価
。
さ
ら

に
、
仲
間
内
で
車
を
乗
り
合
わ
せ
た
り
、

体
調
を
崩
し
て
寝
込
ん
で
い
る
友
人
に
料

理
を
差
し
入
れ
た
り
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

姿
を
見
せ
な
い
人
が
い
れ
ば
電
話
し
た
り

家
を
訪
ね
た
り
と
い
っ
た
気
遣
い
は
、
事

実
上
の
「
生
活
支
援
」
と
捉
え
ま
す
。

誰
も
が
「
お
宝
」
を
持
つ

実
際
に
サ
ー
ビ
ス
に
頼
り
切
ら
ず
に
一

人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら
し
を
送
る
高

齢
者
の
生
活
ぶ
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
取
材
す
る
と
、
実
質
的
な
サ
ロ
ン
や
事

実
上
の
生
活
支
援
が
豊
富
に
見
つ
か
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
を
地
域
福
祉
の
資
源
と
位
置
づ

け
、
「
太
田
市
の
地
域
の
お
宝
」
と
呼
び
、

住
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
高
齢
者
の

暮
ら
し
の
場
に
入
り
、
お
宝
を
掘
り
起
こ

し
、
そ
の
意
義
と
価
値
を
広
く
周
知
す
る

取
り
組
み
を
開
始
。
情
報
誌
の
発
行
に
加

え
、
お
宝
当
事
者
の
姿
に
触
れ
る
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。
映
像
資
料
も
制
作
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
自
治
会
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

第
２
層
協
議
体
で
は
、
お
宝
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
同
時
に
、
構
成
員
に
地
元
の

お
宝
情
報
の
提
供
を
求
め
ま
し
た
。

「
す
る
と
『
私
の
地
区
に
も
お
宝
が
あ

る
』『
取
材
し
て
ほ
し
い
』
と
い
っ
た
反
響

が
あ
り
、
前
向
き
な
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
（
小
林
さ
ん
）

お
宝
を
生
か
す
地
域
支
援
と
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
お
宝
を
持
て

る
よ
う
あ
と
押
し
す
る
こ
と
。
具
体
策
は

お
宝
の
掘
り
起
こ
し
と
、
情
報
媒
体
や
発

表
会
な
ど
に
よ
る
「
見
え
る
化
」
が
柱
と

な
り
ま
す
。
自
分
や
家
族
が
持
つ
お
宝
に

気
づ
く
、
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
ど
う
す
れ

ば
持
て
る
か
を
考
え
て
も
ら
う
、
そ
の
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
が
お
宝
を
守
り
、

増
や
す
鍵
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

は
有
効
で
し
た
（
３
頁
参
照
）
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
た
ち
は
孤
立
防
止
や
見
守
り
、

健
康
づ
く
り
、
支
え
合
い
に
資
す
る
住
民

の
営
み
を
次
々
に
見
つ
け
、
発
信
し
続
け

て
い
ま
す
。

個
人
、
家
族
、
友
人
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、

自
治
会
・
老
人
会
組
織
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
の
場
で
つ
な
が
り
を
育
む
。
１
人
が

ほ
ん
の
２
、
３
人
で
も
い
い
、
気
に
か
け

合
え
る
仲
間
を
得
る
。
仲
間
内
で
お
互
い

の
困
り
ご
と
を
察
知
し
、
で
き
る
範
囲
で

手
を
差
し
伸
べ
る―

―

そ
ん
な
関
係
性
を

地
域
に
広
げ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
介
護

予
防
サ
ロ
ン
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
新

規
立
ち
上
げ
は
、
そ
の
必
要
性
も
含
め
、

こ
う
し
た
関
係
性
が
す
で
に
地
域
に
存
在

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
検
討
す
れ
ば
、
よ

り
効
果
的
な
開
設
・
運
営
に
結
び
つ
く
で

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
介
護
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
も
地
域
の
つ
な
が
り
を
損
な
わ

な
い
配
慮
が
、
す
べ
て
の
専
門
職
の
共
通

認
識
と
な
れ
ば
、
お
宝
と
サ
ー
ビ
ス
の
調

和
を
図
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
本

当
の
意
味
で
「
高
齢
で
も
誰
も
が
自
分
ら

し
く
」
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
へ
、
着
実
な

前
進
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

市と市社協が共同発行した情報誌「太田市の地域のお宝」

コロナ禍では商業施設などで「つながる通信」パネル展開催

（３頁参照、写真提供：太田市社会福祉協議会）
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太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
８
人
に
２
０
２
０
年

月
６
日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
そ
の
背
景
に
あ
る

考
え
か
た
、
コ
ロ
ナ
対
応
や
コ
ロ
ナ
後
の

展
望
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第

１
層
担
当
の
小
林
正
和
さ
ん
を
は
じ
め
、

第
２
層
７
人
の
コ
メ
ン
ト
（
要
約
）
を
紹

介
し
ま
す
。

お
宝
を
探
し
て
「
見
え
る
化
」

小
林
正
和
さ
ん

「
太
田
市
の
お
宝
と
は
、
端
的
に
は
人

の
つ
な
が
り
と
、
つ
な
が
る
こ
と
で
高
齢

に
な
っ
て
も
自
宅
や
地
域
で
元
気
に
過
ご

せ
る
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
こ
と
。
こ
れ
を

見
え
る
化
し
、
広
め
て
い
く
の
が
お
宝
を

生
か
す
地
域
支
援
」「
コ
ロ
ナ
前
に
５
０
０

人
収
容
の
ホ
ー
ル
で
お
宝
発
表
会
を
開
き
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
は

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
で
の
サ
ロ
ン
、
会

合
、
イ
ベ
ン
ト
が
休
止
。
で
も
、
お
宝
的

つ
な
が
り
を
持
つ
人
た
ち
は
感
染
防
止
に

配
慮
し
て
小
さ
な
交
流
を
続
け
、
孤
立
や

ひ
き
こ
も
り
、
虚
弱
を
上
手
に
防
い
で
い

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
見
つ
け
て
取
材

し
、
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」「
住
民
活
動
の
取
材
件
数
は
コ
ロ

ナ
前
と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。
情
報
紙
に

加
え
、
商
業
施
設
な
ど
で
の
パ
ネ
ル
展
も

行
っ
て
い
ま
す
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
つ
ど
う
知

恵
や
工
夫
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
づ
く
り

に
も
役
立
つ
で
し
ょ
う
」

コ
ロ
ナ
で
集
い
の
場
が
「
二
極
化
」

川
田
敬
一
さ
ん

「
公
民
館
や
集
会
所
の
、
あ
る
程
度
公

的
な
位
置
づ
け
の
サ
ロ
ン
な
ど
は
コ
ロ
ナ

で
休
止
。
一
方
、
小
規
模
で
私
的
な
集
ま

り
は
工
夫
し
て
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
二
極
化
が
印
象
的
で

す
」「
私
た
ち
は
、
実
際
に
つ
ど
い
や
交
流

を
続
け
る
人
た
ち
を
取
材
し
、
ど
ん
な
活

動
で
、
ど
ん
な
配
慮
が
あ
れ
ば
リ
ス
ク
を

抑
え
ら
れ
る
か
、
具
体
事
例
を
情
報
紙
の

記
事
と
し
て
示
し
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
こ
う
す
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
も
日
々
の

生
活
を
豊
か
に
で
き
ま
す
よ
と
提
案
し
た

い
。
集
ま
る
方
法
を
模
索
す
る
人
た
ち
に
、

工
夫
し
て
つ
ど
う
姿
が
共
感
を
持
っ
て
受

け
止
め
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」

家
族
の
お
宝
に
気
づ
く

須
藤
美
樹
さ
ん

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な

る
ま
で
地
域
の
つ
な
が
り
と
い
う
の
を
あ

ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お

宝
取
材
を
し
て
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
だ
な
、

こ
ん
な
年
の
取
り
方
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
私
自
身
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」「
私
の
母
は
一
人
暮
ら
し
で
す

が
、
い
つ
訪
ね
て
も
留
守
。
以
前
は
『
家

を
空
け
て
ば
か
り
で
困
る
』
と
思
っ
て
ま

し
た
が
、
実
は
お
宝
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
た
か
ら
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
母
の
暮
ら

し
を
応
援
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な

り
ま
し
た
」

聞
こ
う
！

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
声

太田市社会福祉協議会の生活支援コーディネーターたち（左から川田

敬一さん、町田充隆さん、鈴木彩乃さん、小林正和さん、関口桂子さ

ん、秋谷蓉子さん、須藤美樹さん、廣瀬将貴さん）
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つ
な
が
り
あ
る
人
は
元
気 

秋
谷
蓉
子
さ
ん 

 

「
お
宝
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、

つ
な
が
り
を
持
つ
人
は
皆
元
気
で
、
心
が

い
き
い
き
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
な

が
り
を
つ
く
り
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
」「
先
日
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
取

材
し
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
集
ま
る
一
人

ひ
と
り
が
ま
た
別
の
お
宝
的
な
つ
な
が
り

や
場
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
」「
一
人

で
も
多
く
の
住
民
と
お
話
を
し
て
、
つ
な

が
り
の
輪
へ
の
入
り
方
を
教
わ
り
、
多
く

の
人
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」 

毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
注
目 

町
田
充
隆
さ
ん 

 

「
コ
ロ
ナ
で
サ
ロ
ン
活
動
が
休
止
す
る

な
か
で
、
住
民
は
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
集

い
と
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
取
材
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
は
私
自
身
に
と
っ
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
地
域

づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
も
参
考
に
な
る

と
思
い
ま
す
」「
毎
朝
公
園
で
ラ
ジ
オ
体
操

を
す
る
グ
ル
ー
プ
を
取
材
し
た
の
で
す
が
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
サ
ロ
ン
と
違

っ
て
男
性
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
体

操
前
後
に
会
話
も
弾
み
、
健
康
増
進
だ
け

で
な
く
つ
な
が
り
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」 

お
宝
情
報
で
地
域
に
活
気 

廣
瀬
将
貴
さ
ん 

 

「
生
活
支
援
体
制
整
備
の
開
始
当
初
、

住
民
へ
の
説
明
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
サ
ロ

ン
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
立
ち
上
げ
は
、

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
一
つ
の
手

段
で
す
が
、
そ
れ
自
体
が
目
的
や
成
果
の

よ
う
に
扱
わ
れ
が
ち
で
、
住
民
も
私
も
ど

こ
か
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
」「
お
宝
を
見
え
る
化
し
広
め
て
い

く
こ
と
は
、
手
段
と
目
的
が
わ
か
り
や
す

い
」
「
お
宝
を
情
報
紙
で
取
り
上
げ
る
と
、

当
事
者
や
周
囲
の
人
た
ち
が
と
て
も
喜
び

ま
す
。
地
域
が
活
気
づ
く
き
っ
か
け
に
も

な
る
の
で
は
」 

つ
な
が
り
の
実
相
と
価
値 

鈴
木
彩
乃
さ
ん 

 

「
お
宝
に
触
れ
、
よ
う
や
く
本
当
の
人

の
つ
な
が
り
を
知
っ
た
思
い
で
す
。
仲
の

い
い
人
た
ち
同
士
が
で
き
る
こ
と
・
で
き

な
い
こ
と
を
交
換
し
て
支
え
合
う
。
運
転

で
き
な
い
人
を
車
に
乗
せ
て
あ
げ
た
り
、

具
合
の
悪
い
仲
間
に
手
料
理
を
お
す
そ
分

け
し
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
人
を
さ
り
げ

な
く
見
守
っ
て
い
た
り
」「
当
事
者
や
家
族

は
案
外
そ
の
意
義
や
価
値
に
気
づ
い
て
い

ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
そ

れ
を
伝
え
、
理
解
や
共
感
を
促
し
た
い
」

「
今
後
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

や
若
者
、
障
害
を
持
つ
人
の
お
宝
に
も
目

を
向
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 

現
場
に
何
度
も
足
運
ぶ 

関
口
桂
子
さ
ん 

 

「
お
宝
取
材
の
と
き
は
、
で
き
る
だ
け

住
民
の
自
然
な
姿
と
笑
顔
を
撮
影
し
よ
う

と
心
が
け
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
何
度
も
足

を
運
び
、
そ
の
場
に
な
じ
ん
で
か
ら
が
取

材
の
本
番
。
最
初
の
う
ち
は
皆
さ
ん
身
構

え
て
し
ま
っ
て
、
い
つ
も
の
様
子
と
違
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
よ
。
何
度
も

通
っ
て
、
私
が
『
ま
た
来
た
よ
ー
』
と
言

う
と
『
待
っ
て
た
よ
ー
』
な
ん
て
笑
顔
を

返
し
て
く
れ
る
と
私
も
う
れ
し
く
て
、
自

然
体
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢

に
な
っ
て
も
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

と
い
い
で
す
ね
」 

 
 

各
コ
メ
ン
ト
に
添
え
た
似
顔
絵
は
す

べ
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鈴
木
彩
乃
さ
ん
の
作
品
で
す
。
太
田
市

社
協
の
「
つ
な
が
る
通
信
」
で
も
解
説

欄
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 



コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり第３号

発行元：孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
https://www.tunagari-pj.net/

事務局：特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター
〒 宮城県仙台市青葉区木町 シンエイ木町ビル

本情報誌は、厚生労働

省 令和３年度新型コ

ロナウイルス感染症セーフ

ティネット強化交付金の

助成を受けて作成してい

ます。

オンライン講座のご案内

本誌で紹介した群馬県太田市の取り組みを聞く講座をオンラインで開催します。

インタビュー動画も含めながら、太田版つながりのある地域づくりを学び合います。

「つながり」を見つけて生かす生活支援体制整備事業 ～生活支援コーディネーターの挑戦～

日 時： 年 月 日（月） ： ～ ：

開催方法：オンライン（ ）

参 加 費：無料

ゲ ス ト：太田市吉沢町二区 区長 木村 能治さん（本誌 で紹介）

太田市社会福祉協議会 第１層生活支援コーディネーター 小林正和さん ほか

お申し込み方法：ホームページよりお申し込みください。

本情報誌のバックナンバーおよびオンライン講座のアーカイブはホームページからご覧い

ただけます。

アーカイブ版では、オンライン講座当日放送した参考映像がご覧いただけるサイトの紹介

や、現地映像にさらに取材映像を追加した特別編を公開中です。

つながりＰＪ事業のご案内

＜支援者交流・相談会＞

地域共生社会の包括的な支援体制の構築に向けて、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくりに

向けた支援」等を進めるうえで、アドバイスを求める支援団体・自治体等を募集します。

対 象：包括的支援体制構築に取り組む支援団体・自治体

対 象 数： 団体程度（先着順）

受 付：ホームページで受付中

支援形態：当プロジェクト運営委員等を中心としたメンバーが、オンライン（ ミーティング）

で、ともに考えたり、アドバイスを行います。（ 回 ～ 時間。複数回になる場合もあ

り。相談内容は原則非公開です）

そ の 他：公開型の情報交換・相談会の企画もございます。企画・準備が整い次第、ホームページ上

でお知らせいたします。

【主なアドバイザー（本プロジェクト運営委員）】

櫛部 武俊 （一社）釧路社会的企業創造協議会（北海道）

森田 真希 （特非）地域の寄り合い所また明日（東京都小金井市）

塚本 秀一 （社福）湘南学園（滋賀県大津市）

池谷 啓介 （特非）暮らしづくりネットワーク北芝（大阪府箕面市）

山本 信也 （社福）宝塚市社会福祉協議会（兵庫県）

凪 保憲 （社福）淡路市社会福祉協議会（兵庫県）

上村加代子 （特非）にしはらたんぽぽハウス（熊本県西原村）

佐藤 寿一 （社福）元宝塚市社会福祉協議会

池田 昌弘 （特非）全国コミュニティライフサポートセンター（宮城県）

事務局からのお知らせ

https://www.tunagari-pj.net/case
https://www.tunagari-pj.net/case
https://www.tunagari-pj.net/advice



